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住民アンケート調査について（1/1）

▶幅広い世代の意見を計画に反映するため、町民のほか、
高校生を対象にしたアンケート調査を実施

1

無作為抽出した町民を対象に、設問に対する町全体の意向を把握
（年齢や居住地別にクロス集計を実施）

【対象】18歳以上（3,000人）
【内容】町のイメージ、満足度、課題、今後のまちづくりの進め方 など
※総合計画のアンケートと同時に実施

町民アンケート調査の概要

20年後のまちづくりにおいて中心的な存在となる高校生を対象に、
町に対するニーズや将来の理想像等を把握

【対象】上浮穴高校１～３年生（136人）
【内容】卒業後の進路、将来住みたい場所、久万高原町で住みたい地域・

必要な施設 など

高校生アンケート調査の概要



町民アンケート調査の概要（1/1） 2

調査目的
生活環境に対する満足度や土地利用上の問題点など、町民の住みやすさ
に対する問題意識、まちづくりの方向に対する意向等を把握する

調査対象 18歳以上の町民3,000世帯（無作為抽出）

調査方法 調査票への記入方式／郵送による配布・回収

調査期間 令和2年5月25日（月）～6月26日（金）

設問

・基本属性（問1～問3）
・町のイメージについて（問4～問5）
・地域の活動への参加について（問6）
・町の現状の満足度について（問7～8）
・お住まいについて（問9～20）

・産業振興について（問21～23）
・生活環境について（問24～28）
・まちづくりについて（問29～32）
・久万高原町の今後について（問33）
・自由意見（問34～35）

回収率等
・配布数：3,000票
・回収数：1,186票
・回収率：39.5％

▶町民アンケート調査の概要は以下のとおり

総合計画のアンケートと同時に実施したため、都市計画に関する内容を抜粋して報告
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▶性別は女性の方が若干多い

▶年齢は60歳代以上で過半数となり、70歳以上が約4割

▶居住地域は旧久万町が約6割で他地域は１割程度

性別

男性
46.9%女性

51.9%

無回答
1.2%

（ｎ=1,186）

10～30歳代
9.2%

40歳代
10.5%

50歳代
13.1%

60歳代
23.2%

70歳以上
42.4%

無回答
1.6%

（ｎ=1,186）

年齢

旧久万町

61.4%

旧面河村

8.3%

旧美川村

15.9%

旧柳谷村

10.0%

無回答

4.4%

（ｎ=1,186）

居住地域

60歳代以上の割合：65.6％



町民アンケート調査の結果（2/11） 4

▶町民の約9割が住みやすいと
回答

▶公共交通の利便性や商工観光、
情報通信等で満足度が低い

町の住みやすさ

町の現状に対する満足度

0.05
0.09
0.07

0.46
0.28
0.37
0.43

0.19
0.31

0.12
0.22

0.09
0.46
0.57

0.35
0.36

0.25
0.30
0.26
0.29

0.15
0.61
0.76

0.51
0.16
0.17

0.06
0.49
0.53
0.48

0.08
0.17
0.09

-0.06

-0.04
-0.38

-0.01
-0.02

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0

①農業振興
②農業基盤整備

③林業
④商工観光

⑤高齢者支援
⑥障がい者支援
⑦子育て支援

⑧健康づくり・食育推進
⑨地域医療

⑩介護保険制度
⑪低所得者支援
⑫国民健康保険

⑬ボランティア・NPO
⑭学校教育
⑮学校給食

⑯家庭・地域における教育
⑰生涯学習

⑱スポーツ・レクリエーション
⑲文化活動

⑳文化財保護
㉑人権の尊重
㉒自然環境
㉓生活環境
㉔上水道
㉕下水道
㉖道路
㉗河川

㉘町営住宅
㉙防災・消防・救急

㉚交通安全
㉛防犯

㉜情報通信
㉝公共交通
㉞行政運営
㉟財政運営
㊱広域行政
㊲コミュニティ

㊳男女共同参画

産
業

保
健
・福
祉

教
育
・文
化

都
市
基
盤
・環
境

行
財
政

（ｎ=1,186） ※満足度評価の点数化
満足=2点、やや満足=1点、どちらでもない=0点、やや不満=-1点、不満=-2点

住みよい

32.9%

まあまあ住みよい

54.0%

あまり住みよくない

8.4%

住みにくい

2.4%

無回答

2.3%

（ｎ=1,186）

「住みよい」+「まあま住みよい」：86.9％
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▶居住歴は「生まれも現住所も久万高原町だが、久万高原
町以外での居住経験がある」（Uターン）が最も多い

▶若い世代は「県内の他の市町村から転入してきた」
（Iターン）の割合が比較的多い

居住歴

居住歴（年齢別）

生まれてからずっと

住んでいる

32.5%

生まれも現住所も久万高原町だが、

久万高原町外での居住経験がある

39.9%

県内の他の市町村

から転入してきた

20.2%

県外から転入

してきた

5.0%

無回答

2.4%

（n=1,186）

23.9%

34.9%

32.1%

9.2%

0.0%

20.0%

40.8%

32.8%

5.6%

0.8%

23.9%

45.8%

25.8%

4.5%

0.0%

24.0%

52.7%

18.9%

2.9%

1.5%

44.9%

32.4%

14.1%

5.2%

3.4%

生まれてからずっと住んでいる

生まれも現住所も久万高原町だが、

久万高原町外での居住経験がある

県内の他の市町村から転入してきた

県外から転入してきた

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

10～30歳代(ｎ=109） 40歳代(ｎ=125）
50歳代(ｎ=155） 60歳代(ｎ=275）
70歳以上(ｎ=503）Uターン

若い世代が
多い傾向

Iターン



49.5%

46.8%

3.7%

57.6%

41.6%

0.8%

63.2%

36.1%

0.6%

74.5%

22.5%

2.9%

82.9%

13.5%

3.6%

転出の意向なし

転出の意向あり

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

10～30歳代(ｎ=109） 40歳代(ｎ=125）

50歳代(ｎ=155） 60歳代(ｎ=275）

70歳以上(ｎ=503）

町民アンケート調査の結果（4/11） 6

▶居住の意向（久万高原に住み続けたいかどうか）につい
ては、「転出の意向なし」が約7割

▶一方で「転出の意向あり」は若い世代になるほど多い

転出の意向 転出の意向（年齢別）

若い世代が
多い傾向

転出の意向なし

72.0%

転出の意向あり

24.9%

無回答

3.1%

（ｎ=1,186）

転出の意向なし…「住み続けたい」「町内で他の地域に移りたい」
転出の意向あり…「町外に移りたい」「今は移る気はないが、将来的には移りたい」



25.7%

10.1%

25.7%

17.4%

4.6%

0.9%

15.6%

0.0%

33.6%

13.6%

20.0%

13.6%

5.6%

0.8%

11.2%

1.6%

33.5%

18.1%

20.0%

12.3%

4.5%

3.9%

7.1%

0.6%

32.4%

24.4%

11.3%

13.5%

5.8%

1.5%

8.4%

2.9%

41.9%

22.1%

10.5%

5.8%

5.6%

0.8%

8.9%

4.4%

空き家（空き店舗、工場を含む）や

低未利用地の増加

担い手のない耕作放棄地が

増えている

日常生活のための

店舗やサービス施設が不足している

手入れの行われていない

自然環境が増えている

古い住宅が集まっており、

地震や火災などに不安がある

その他

特に問題はない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

10～30歳代(ｎ=109） 40歳代(ｎ=125）

50歳代(ｎ=155） 60歳代(ｎ=275）

70歳以上(ｎ=503）

町民アンケート調査の結果（5/11） 7

▶日用品の買い物、通勤・通学、通院は旧久万町で多い

▶土地利用上の課題は「空き家や低未利用地の増加」が最
も多く、若い世代では「日常生活のための店舗やサービス
施設の不足」の割合も多い

買い物や通勤･通学･通院の主な行き先 土地利用の問題（年齢別）

67.5%

0.3%

1.0%

0.6%

10.8%

2.5%

0.5%

12.2%

0.0%

0.2%

0.1%

61.7%

4.5%

0.8%

30.9%

1.9%

4.4%

2.0%

5.2%

0.8%

0.3%

42.0%

0.8%

4.4%

2.9%

27.2%

2.9%

0.7%

旧久万町

旧面河村

旧美川村

旧柳谷村

松山市

県内

その他市町

県外

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

毎日の食料品などの日用品
家電、家具、衣料品などの日用品以外
通勤・通学
通院

（ｎ=1,186）

いずれの世代
でも多い

若い世代で
多い傾向

日用品以外
通院

日用品
通勤・通学

通院
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▶交通手段は自家用車（自分が運転）の割合が最も高い

▶10年後の日常生活での移動については約8割の方が不安に
感じている

買い物や通勤･通学･通院の主な交通手段 10年後の日常生活での移動の不安

5.5%

2.5%

0.6%

0.1%

60.4%

11.8%

1.6%

0.8%

1.4%

1.5%

0.3%

0.0%

55.5%

18.0%

2.1%

0.6%

5.6%

1.7%

1.0%

0.0%

35.6%

1.7%

1.4%

0.3%

4.9%

1.8%

0.4%

0.3%

57.2%

10.7%

2.6%

2.4%

徒歩

自転車

バイク

タクシー

自家用車

（自分が運転）

自家用車

（家族が運転）

バス

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

毎日の食料品などの日用品
家電、家具、衣料品などの日用品以外
通勤・通学
通院

（ｎ=1,186）

まったく不安を感じない
4.6%

ほとんど不安を感じない
14.8%

やや不安を感じる
46.0%

非常に不安を感じる
29.5%

無回答
5.1%

（ｎ=1,186）

「やや不安を感じる」+「非常に不安
を感じる」：75.5％

いずれの目的
でも最も多い
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▶目指すべきまちの目標は「人に優しい福祉・保健・医療
の充実したまち」が比較的多く挙げられている

▶今後優先すべき施策は「地域医療」が最も多い

目指すべきまちの目標 今後優先すべき施策

54.6%

33.4%

27.8%

13.3%

11.3%

人に優しい福祉・保健・医療の

充実したまち

水や緑を大切にする自然環境

を保全するまち

農林業を中心として

発展するまち

快適な住宅・生活環境のまち

防災・交通安全対策が充実

した安心・安全なまち

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（ｎ=1,186）

20.6%

16.9%

16.3%

15.2%

12.6%

地域医療

公共交通

高齢者支援

情報通信

農業振興

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

（ｎ=1,186）



58.7%

24.5%

17.6%

14.7%

5.6%

9.2%

空き家（空き地）バンクに登録し、

購入希望者にリフォーム等の

費用の補助を行う

農業体験ができる

市民農園と して活用する

子育て・介護などの

福祉施設として活用する

ポケッ トパークや

防災空き地として活用する

集会所として活用する

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（ｎ=1,186）

町民アンケート調査の結果（8/11） 10

▶空き地及び低未利用地の活用は空き家（空き地）バンク
の利用や購入希望者へのリフォーム等の補助が挙げられて
いる

▶公園・緑地整備については身近に利用できることや防災
機能を有した整備が望まれている

空き家及び低未利用地の活用 公園・緑地整備に必要な取組

40.4%

35.3%

13.8%

9.2%

4.2%

2.6%

24.2%

規模が小さくても身近に利用

できる公園・緑地の整備

防災機能を有した公園・緑地

の整備

カフェやショッ プ等が設置された

賑わいのある公園の整備

大型遊具やスポーツ施設など

のある公園・緑地の整備

広場やグランドなどの

ある大きな公園・緑地の整備

その他

特に必要ない

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（ｎ=1,186）



44.6%

30.4%

29.3%

14.2%

8.9%

8.1%

4.6%

9.8%

災害が予測される

地域や被害予測について

広く町民に情報提供を行う

避難路や緊急輸送道路の整備

学校や集会所など

避難施設の耐震補強や改修

大規模な避難所（場所）が必要

災害の危険が予測される

地域の住宅開発の抑制

住宅が密集している地域の

防災対策

その他

特に必要ない

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%
（ｎ=1,186）

29.3%

27.0%

24.5%

22.2%

22.1%

8.5%

3.6%

11.6%

災害が予測される

地域や被害予測について

広く町民に情報提供を行う

バス路線等の公共交通の

利便性の向上

消防車や救急車などの緊急車両

が通れない生活道路の整備

地域間を連絡する幹線道路の整備

歩行者や自転車の

安全な通行のための道路整備

街路樹の整備、カラー舗装等

の道路環境の整備

その他

特に必要ない

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（ｎ=1,186）

町民アンケート調査の結果（9/11） 11

▶道路整備・防災・減災対策ともに災害が予測される地域
や被害予測に関する情報周知（ソフト対策）及び防災の観
点からのハード整備が上位を占めている。

道路整備に必要な取組 防災・減災対策の取組
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▶今後必要な施設は「レジャー･娯楽機能」や「商業施設」、
「医療機能」が挙げられている

▶「レジャー･娯楽機能」は若い世代、「医療機能」は高齢
世代で割合が特に多い

将来必要な施設 将来必要な施設（年齢別）

25.8%

25.6%

24.5%

20.0%

15.3%

12.1%

10.2%

9.1%

6.7%

4.8%

4.6%

2.1%

9.0%

レジャー・娯楽機能

商業機能

医療機能

介護福祉支援機能

子育て支援機能

宿泊機能

オフィス機能

防災機能

スポーツ機能

教育文化機能

障がい者福祉支援機能

集会機能

わからない

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

（ｎ=1,186）

46.8%

30.3%

14.7%

10.1%

23.9%

36.8%

32.0%

21.6%

8.8%

20.8%

35.5%

28.4%

15.5%

14.2%

16.1%

25.5%

30.9%

26.5%

17.1%

16.4%

16.1%

20.1%

29.2%

27.6%

11.5%

レジャー・娯楽機能

商業機能

医療機能

介護福祉支援機能

子育て支援機能

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

10～30歳代(ｎ=109） 40歳代(ｎ=125）

50歳代(ｎ=155） 60歳代(ｎ=275）

70歳以上(ｎ=503）

高齢世代で
多い傾向

若い世代で
多い傾向
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▶これからのまちづくりは「住民と行政が適切な役割分担
を協議し、進めていくべき」という回答が約7割

▶今後も行政運営を継続していくために、行政サービスを
ある程度廃止・縮小する必要があるという意見が多い

行政と住民の役割分担の必要項目 行政サービスと住民負担のあり方

67.9%

10.8%

7.1%

0.7%

8.2%

0.8%

4.6%

住民と行政が

適切な役割分担を協議し、

進めていくべき

まちづくりは行政がすべきもので、

住民は必要に応じて支援をすべき

まちづくりは住民がすべきもので、

行政は必要に応じて支援をすべき

まちづくりは行政のみで進めるべき

わからない

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（ｎ=1,186）

31.4%

24.6%

15.2%

17.4%

3.0%

8.4%

住民全体の負担が増えないように、

行政サービスをある程度廃止、縮小する

必要がある

行政サービスの維持・充実のために、

住民の負担が増えるのはしかたがない

行政サービスを直接受ける人の負担を

増やすべきで、住民全体の負担増には

反対である

わからない

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

（ｎ=1,186）



高校生アンケート調査の概要（1/1） 14

調査目的
20年後のまちづくりにおいて中心的な存在となる高校生が考える将来
のまちの姿や理想像等を把握する

調査対象 愛媛県立上浮穴高等学校に通学する全生徒（136人）

調査方法 総合学習の時間を活用し、教員を通して配布・回収

調査期間 令和2年10月15日（木）

設問

・基本属性（問1～問3）
・卒業後の進路や将来住みたい地域について（問4～問7）
・久万高原町について（問8～11）
・自由意見（問12～13）

回収率等
・配布数：136票
・回収数：134票
・回収率：98.5％

▶高校生アンケート調査の概要は以下のとおり



高校生アンケート調査の結果（1/7） 15

▶性別は男性が若干多い

▶学年による大きな偏りはない

▶旧久万町に住んでいる生徒が最も多いが、町外（県内・
県外）から通う生徒も多い

▶森林環境科の生徒は約4割

性別 学年 学科

男性

53.7%

女性

46.3%

（n=134）

1年生

35.8%

2年生

32.8%

3年生

31.3%

（n=134）

旧久万町

49.3%

旧面河村

3.7%

旧美川町

7.5%

旧柳谷村

2.2%

その他県内

26.9%

県外

10.4%

（n=134）

普通科

56.7%

森林環境科

39.6%

無回答

3.7%

（n=134）

居住地域
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▶卒業後の進路は「進学」と「就職」ともに概ね同程度と
なっている

▶学科別でみると普通科の生徒は「進学」、森林環境科の
生徒は「就職」と回答している割合が多い

高校卒業後の進路

51.3%

30.3%

15.8%

2.6%

20.8%

69.8%

9.4%

0.0%

進学

就職

決まっていない

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

普通科(n=76) 森林環境科(n=53)

高校卒業後の進路（学科別）

進学

38.8%

就職

47.0%

決まっていない

12.7%

その他

1.5%

（n=134）
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▶将来の居住意向について、生徒の約5割が久万高原町に住
みたいと回答

▶将来住む予定はない理由は「希望する就職先がないか
ら」、「もっと店舗・施設等が充実している都市で暮らし
たいから」など

将来の居住意向

将来住む予定はない理由

住み続けたい

8.2%

将来は

住みたい

43.3%

将来住む

予定はない

48.5%

（n=134）

60.0%

38.5%

21.5%

20.0%

13.8%

13.8%

希望する就職先が

ないから

もっと店舗・施設等が

充実している都市で

暮らしたいから

知人・友人が

少ないから

親元を離れて

暮らしたいから

他に住みたい

まちがあるから

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（n=65）「住み続けたい」+「将来は住みたい」：51.5％



44.9%

44.9%

26.1%

21.7%

18.8%

10.1%

生まれ育ったまちだから

豊かな自然に囲まれて

暮らしたいから

希望する就職先が

あるから

親と一緒に（近くに）

暮らしたいから

知人・友人が多いから

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

（ n=69）

旧久万町

（役場周辺）

43.5%
旧久万町

（役場周辺以外）

33.3%

旧面河村

8.7%

旧美川町

11.6%

旧柳谷村

2.9%

（n=69）

高校生アンケート調査の結果（4/7） 18

▶久万高原町に住みたいと回答した生徒について、住みた
い場所は「旧久万町」が約8割

▶将来住みたい理由は「生まれ育ったまちだから」、
「豊かな自然に囲まれて暮らしたいから」など

将来住みたい場所
将来住みたい理由

旧久万町：76.8％



40.6%

53.6%

5.8%

0.0%

1.5%

67.7%

24.6%

6.2%

大いに感じている

やや感じている

感じていない

まったく感じていない

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

住みたい(n=69） 将来住む予定はない(n=65）

高校生アンケート調査の結果（5/7） 19

▶生徒の約8割が久万高原町に愛着があると回答

▶久万高原町に住みたいと回答している生徒は「愛着を大
いに感じている」、将来住む予定はないと回答している生
徒は「愛着を感じていない」の割合が多い

住まいの愛着の有無 住まいの愛着の有無（居住意向別）

大いに感じている

21.6%

やや感じている

60.4%

感じていない

14.9%

まったく感じていない

3.0%

（n=134）

「大いに感じている」+「やや感じている」：82.0％



高校生アンケート調査の結果（6/7） 20

▶町の現状では「バスの利便性」「インターネット環境」
「買い物のしやすさ」等で満足度が低い

▶特に課題である項目は、「将来住む予定はない」と回答
している生徒は「買い物のしやすさ」の割合が多い

町の現状に対する満足度

0.01

0.54

0.35

0.72

0.31

0.86

1.40

-0.44

-0.55

-0.27

-0.54

-2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

まちの賑わい

買い物のしやすさ

バスの利便性

歩道・自転車の通行

働く場所

インターネット環境

災害への対策

図書館などの公共施設の利用しやすさ

スポーツなどができる公園の環境

まちの景観

自然環境

※満足度評価の点数化
満足=2点、やや満足=1点、どちらでもない=0点、やや不満=-1点、不満=-2点

20.3%

23.2%

20.3%

18.8%

10.1%

0.0%

2.9%

2.9%

1.4%

0.0%

0.0%

0.0%

35.4%

20.0%

10.8%

10.8%

13.8%

4.6%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

1.5%

1.5%

買い物のしやすさ

バスの利便性

働く場所

インターネット環境

まちの賑わい

災害への対策

公共施設の

利用のしやすさ

自然環境

歩道・自転車の通行

公園の環境

まちの景観

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

住みたい(n=69） 将来住む予定はない(n=65）

特に課題である項目（居住意向別）



37.7%

29.0%

37.7%

31.9%

20.3%

10.1%

8.7%

7.2%

8.7%

4.3%

2.9%

0.0%

49.2%

30.8%

21.5%

24.6%

18.5%

20.0%

7.7%

9.2%

4.6%

3.1%

3.1%

1.5%

祭などのイベントが多く楽しいまち

快適な住宅・生活環境のまち

水や緑を大切にする自然環境を保全するまち

人に優しい福祉・保健・

医療の充実したまち

農林業を中心として発展するまち

観光施設が充実した観光のまち

学校教育が充実したまち

一人ひとりの人権を大切にするまち

商工業を中心として発展するまち

防災・交通安全対策が充実した安心・安全なまち

学習活動や芸術・文化活動が活発なまち

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

住みたい(n=69） 将来住む予定はない(n=65）

高校生アンケート調査の結果（7/7） 21

▶久万高原町に住みたいと回答している生徒は「水や緑を
大切にする自然環境を保全するまち」、将来住む予定はな
いと回答している生徒は「祭りなどのイベントが多く楽し
いまち」の割合が比較的多い

まちの将来像 まちの将来像（居住意向別）

43.3%

29.9%

29.9%

28.4%

19.4%

14.9%

8.2%

8.2%

6.7%

3.7%

3.0%

0.7%

祭などのイベントが多く楽しいまち

快適な住宅・生活環境のまち

水や緑を大切にする自然環境を保全するまち

人に優しい福祉・保健・

医療の充実したまち

農林業を中心として発展するまち

観光施設が充実した観光のまち

学校教育が充実したまち

一人ひとりの人権を大切にするまち

商工業を中心として発展するまち

防災・交通安全対策が充実した安心・安全な

まち

学習活動や芸術・文化活動が活発なまち

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

（n=263）


